
今回の『職業調べ』の課題で、わたしは『美容師の仕事について』調べました。

美容師の仕事の内容を紹介しながら、美容師の仕事がどれだけ魅力的なのか、

を伝えたいと思います。

まず初めに、「美容師のお仕事」とはどういうものだと思いますか？

美容師のお仕事ってどんなことをするの？

お給料はどのくらい？

美容師になるために必要な資格と目指せる方法を紹介します。

早速「美容師はどんな仕事をするの？」という質問にお答えします。

美容師とは、カット、パーマ、カラーリングなどでヘアスタイルを美しくデザインする

髪の専門家です。

主な仕事は、カウンセリングや接客・カット・パーマ・カラー・シャンプーなどの施術・

イベント時の着付けやヘアセット・ネイル・メイク・マツエク・雑誌の撮影などのメイクアップなど

美容に関する内容になります。

それでは、美容師はどんなところで活躍しているのでしょうか。

美容師が働く場所はどこでしょうか。

まず1つ目はみなさんも行くことがあると思いますが、『美容室』です。

美容室は、シャンプーやブロー、カットやパーマなど施術を幅広くおこなう場所です。

2つ目が『トータルビューティーサロン』です。

トータルビューティーサロンは、ヘアメイクやネイル、まつエク、エステなど...

髪の施術に加えてさまざまな施術を受けられる場所です。

3つ目に『結婚式場』や『テレビ局』などもあります。

美容師は専属のヘアメイク担当として、美容師やサロン以外の場所でも活躍しています。

最近はフォトスタジオなどでも求められています。



つぎに、みなさんも気になるところだと思いますが、

美容師のお給料はいくら？について調べてみました。

2020年度賃金構造基本統計調査によると

平均月収　27万円　　平均賞与　6万6千円　平均年収は331万円となっています。

ただしこの数字は、経験年数や役職などでも変わりますし、自分でお店を開いた時でも

変わってきます。SNSなどで人気の美容師さんなど実力次第ではお給料も高くなります。

男女別年齢別のグラフです。

50代が一番年収が高くなっています。

男性の方が年収が高い傾向にあるようです。

このように美容師の給与は決して高いとは言えませんが、働き方や売り上げによって

幅は出てくると思います。

雑誌・テレビ局などの華やかな場所でのお仕事の可能性もありますし、

インフルエンサーが専属のヘアメイクをつけているケースもあるので

美容師の仕事の需要は高くなる可能性も秘めています。

全国の美容師の数を見てみましょう。

令和2年度の美容師の数は53万人です。

この数字は国会試験である美容師の免許を持っている数であり、免許を持っていても

美容師の仕事についていない人も含まれています。

そして全国の美容室の数は、なんと25万軒もあるのです。

全国のコンビニの数が約5万軒なので、コンビニの約5倍という数字なのです。

そして実は、美容室の数は年々増加傾向にあるのです。

美容師の資格を持っている人がすべて美容室で働いている、という単純計算をしてみても

1店舗に2人の美容師の数となります。

2人以上必要とする美容室やサロンも多いので、仕事探しには困らない、

とも言えるでしょう。



それでは、美容師になるにはどんな資格が必要なのでしょう。

美容師になるには、国家試験をパスして美容師免許が必要になります。

その他にも、着付け技能士(国家資格）・ヘアケアマイスター認定試験・

日本メイクアップ技術検定・パーソナルカラリスト検定など

仕事の幅が広がる資格があります。

国家資格である美容師免許を取得するにはどうすればいいのでしょうか。

取得までの流れは、美容師養成施設（美容専門学校）卒業⇒

美容師国家試験の受験⇒国家試験に合格⇒美容師名簿への登録⇒

美容師免許の取得となっています。

要するに、美容師になるために必要な条件は2つ。

必須条件その１は、美容師養成施設を卒業すること。

この美容専門学校にはいくつか種類があり、主には昼間過程・夜間過程・通信課程

とあります。昼間と夜間過程を卒業するには2年以上かかり、通信課程は3年以上

かかります。

必須条件その2は、美容師国家試験に合格すること。

国家試験の内容は実技と筆記です。

美容師国家試験は年2回受けることが可能です。

合格率は令和元年春で85.1％です。

秋期の合格率は58.1%で回によって開きはあるが、比較的高水準となっています。

最後に、わたしが年長のころから通っていてお世話になっている美容師さんに

インタビューを行ったので紹介させてください。

ステラ川崎店　店長さんです。



美容師の魅力を教えてください。

まずはお客様の笑顔とのことです。

目の前のお客様に喜んでもらえたときの笑顔をみると達成感に包まれます。

次に人との出会いとのことです。

毎日たくさんの人と出会うことができる。趣味が合う人、話が盛り上がる人、

いろいろな職種の人、仕事をしながら会話を楽しむことができます。

次に流行を追えることとのことです。

美容の世界では次々に流行が変化し、新しい技術が生まれます。

ヘアスタイルやカラーなど、ファッションの移り変わりを間近で見ることができます。

また、美容師の仕事をしていて自分の成長にも繋がっていること、とのことです。

美容師の技術にゴールはありません。次々に新しい技術が開発されていくため、

向上心があれば、一生をかけても終わらない技術の習得が楽しめることが

やりがいにもなります。

自分の手でお客様を素敵に変身させ、自分の技術やサービスを気に入ってもらい、

感謝され、またリピートして来店、指名してもらえることが、美容師にとってやりがいであり、

最大の魅力です。

とのことです。

インタビューを聞いていて、美容師という仕事はとても魅力的だと思いました。

今回インタビューをさせてもらったお店をご紹介します。

思い通りのヘアスタイルに変えてくれる素敵な美容室です。

ぜひ一度行ってみてください。

これで発表を終わります。

ありがとうございました。


